


学生生活の基本となる情報

履修の手引き、シラバス、学生証番号

授業の実施時期、必修とは…



＜まとめページ＞について



履修の手引き・シラバスについて

学生生活に必要な全てが書いてある
冊子です。Ｗｅｂでも確認できます。

学年暦、進級要件、各種手続き、教員紹介など

授業の概要が書いてあります。Ｗｅ
ｂで確認できます。

授業計画、到達目標、成績評価基準など

https://hosei-hondana.actibookone.com/
https://syllabus.hosei.ac.jp/web/show.php?nendo=2017


学生証番号・クラス・学生証について

学生証番号は皆さんのID番号です。必ず覚えましょう！

■学生証番号・統合認証ID・大学付与Eメールアドレスを、4/１より入学手続
ページで公開しています。

■クラスは本日配布した早見表で確認してください。このクラスは、基礎演習
や基礎英語の履修クラスとなります。

■「学生証」は4/4のクラス別オリエンテーションで交付します。
試験や提出物、各種申請などあらゆる場面で必要となりますので、
大切に保管してください。



■自分の授業がある曜日時限に登校、終わったら下校。

■ホームルームはない。毎時、授業教室へ移動。

■いわゆる「担任の先生」はいない。
・質問、相談は事務課や基礎演習の先生に。
・欠席（忌引きも含む）は必要に応じて授業担当教員へ。

■授業は１００分、春学期・秋学期の２学期制。
自分の試験が終われば夏休み、冬休み、春休み。

■通学定期＝学生証提示で購入可

手引き→P.23

基礎知識－高校との違い・・・

手引き→P.1１６



大学の授業って・・・ ～授業の実施時期～

通年科目

→ 半年で完結

開講期 期間 成績発表

春学期 ４月～７月 ９月下旬

秋学期 ９月～１月 ２月下旬

→ 1年で完結
４月～１月（春学期・秋学期）を通して履修する。

２月下旬に成績発表

集中授業 → 集中授業期間内に集中（１～５時限）して授業を行う。

半期科目



大学の授業 ～「必修」「選択必修」「単位」～

• 卒業までに必ず履修しなければならない科目

• 必修科目を落とすと卒業できません！必 修

• 複数の科目の中から、卒業要件分の単位を満たすよう、自分
で科目を選択して履修する必要がある科目。

選択必修

• 学習時間・容量を表すもの

• １単位＝45時間学習を要する（予習・復習時間含む。）

単 位



研究活動の不正行為について
法政大学では「研究活動上の不正行為の防止及び対応に関する規程」をはじめとする様々な規程
やルールを定め、研究活動における不正行為の防止に取り組んでいます。

研究活動における不正行為を認識し、研究倫理教育を学習することで、研究者倫理に関する規範意
識を身につけてください。

以下が「研究活動の不正行為」に該当します。

手引き→P.74



卒業までの流れを確認しましょう

＜大学を卒業するための主な要件＞

■在籍期間－４年間（以上）在籍する（ただし８年以内）。

■学習内容－決められた科目を履修し、単位を修得する。

■ 学 習 量 －決められた合計数の単位を修得する。

※学習内容と学習量 → カリキュラムで定められている。



卒業までの流れ

4月に1年間分

の履修登録
授業受講

試験の受験

レポート提出等
単位修得

※履修登録後は必ず「履修登録科目確認通知書」を出力して確認する

時間割作成から単位修得までの流れを「正確に」4年間、行います



進級・卒業について

来年２年生に進級する
ために今年度修得しな
ければならない単位

必要な単位が１単位でも足りないと、留年になります。
高校と比べると、大学では留年（または卒業保留）が特別珍しいことではありません。
（留年の理由は、出席不良や成績不振による単位不足が多いです）。

進級・卒業するためには、その都度、定められた要件（進級要件・卒業要件）
を満たさなければなりません。

20単位以上

卒業所要単位１２４単位

手引き→P.13



福祉コミュニティ学科卒業所要単位 (１～４年生で修得すべき単位）

科目群 単位規定

総
合
教
育
科
目

学部共通科目

４単位以上 ３０
単位
以上

視野形成科目

情報・調査系科目

言語コミュニケーション科目
※「選択必修科目A」は6単位選択必修、「選択必修科目B」は2単位選択必修
※留学生は英語＋日本語が必修

１０単位以上

専
門
教
育
科
目

専門基礎科目 ８単位以上

８０
単位
以上

専門基幹科目 １０単位以上

専門展開科目 規定なし

演習・実習科目 １２単位必修
自由科目 ２０単位以内

合 計 １２４単位以上

基礎演習Ⅰ・Ⅱは必修

専門演習ⅠＡ・ⅠＢ～ⅢＡ・ⅢＢは必修

２０２１年度以降入学者

手引き→P.15

６科目中４科目以上修得すること

１０科目中５科目以上修得すること



臨床心理学科卒業所要単位 (１～４年生で修得すべき単位）

科目群 単位規定

総
合
教
育
科
目

学部共通科目

８単位必修 ３０
単位
以上

視野形成科目

情報・調査系科目

言語コミュニケーション科目
※「選択必修科目Ａ」は６単位選択必修、「選択必修科目Ｂ」は２単位選択必修。
※留学生は英語＋日本語が必修

１０単位以上

専
門
教
育
科
目

専門基礎科目 ８単位必修

８０
単位
以上

専門基幹科目
１６単位以上

(８単位必修含む)

専門展開科目 規定なし

演習・実習科目 １６単位必修

自由科目 ２０単位以内

合 計 １２４単位以上

基礎演習Ⅰ・Ⅱは必修

臨床心理学概論他３科目が必修

専門演習ⅠＡ・ⅠＢ～ⅢＡ・ⅢＢ、
卒業論文は必修

心理学他３科目が必修

心理学統計法・心理データ解析は必修

手引き→P.15

2021年度以降入学者用



１年生の履修でおさえるべきポイント（１）

・必修科目の「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」は今年度必ず履修・修得する。

基礎演習を修得しないと、現代福祉学部の各種実習が
受講できません。

・１年次配当の外国語（基礎英語A・B、English Communication 1A・1B )
は必ず今年度単位を修得する。※留学生は日本語

外国語が不合格となると、来年は２年生の科目と合わ
せて履修することになり、負担が大きくなります。



１年生の履修でおさえるべきポイント（２）

・必修・選択必修科目を確認し１年次から履修する。

・フィールドスタディ入門は１年次に積極的に履修する。

フィールドスタディ入門は必修科目ではありませんが、
各実習の先行履修科目です。

学科によって必修・選択必修科目は異なります。３・４年
次に残さず、可能な限り１・２年次に修得しましょう。



GPA（Grade Point Average）について

■成績評価を数値化したもの

■修得単位では学生の努力が図れない（A評価でもC評価でも修得単位は同じ）

→努力した学生が報われない。

■ＧＰは成績が良いほど高くなる評価によるポイント
→代表的な評価：Ｓ＝４点、Ａ＝３点、Ｂ＝２点、Ｃ＝１点
⇒これらの平均がＧＰＡ

■成績通知書・証明書に表示。
就職活動・大学院への進学・「現代福祉学部海外研修」等の選考基準に
なり得る。

手引き→P.32



新入生単位認定

現代福祉学部に入学する前に、大学・短期大学等において修得した単位について、
教育上有益とされる場合、教授会で認められた場合に現代福祉学部の卒業所要
単位と認定することができる制度。

申請期間：2023年4月1日～7日

申請方法：＜まとめページ＞でご確認ください。



認定課外実習・英語検定試験成績の単位認定 手引き→P.50、 P.79

【認定課外実習】
広義の福祉に関連する公的資格（保育士、社労士など全6種）を自主
的に学習し成果を上げた場合にそれを単位認定し、卒業所要単位に
算入する制度。

【英語検定試験成績】
「実用英語技能検定試験（英検）」「TOEFL®（公開テスト）」「TOEIC®L
＆R（公開テスト）」のいずれかを自主的に受験し、一定の成績を取得し
た学生について言語コミュニケーション科目の単位認定を行い、卒業
所要単位に算入する制度。



認定課外実習・英語検定試験成績の単位認定

【申請期間】
春学期：新入生は申請不可
秋学期：2023年10月1日～7日

【申請方法】
＜まとめページ＞で確認してください。

手引き→P.50、 P.79



各種制度・プログラムのご紹介

・他学部公開科目

・成績優秀者他学部公開科目履修制度

・グローバルオープン科目

・サティフィケートプログラム

・全学共通教育プラットフォーム←2023NEW



履修登録について

履修登録した科目に対してのみ、成績評価と単位修得
が認められます。
必ず、指定期間内に「履修登録」を行いましょう。

手引き→P.17



履修登録とは、履修を希望する科目を大学に届け出る作業
です。登録した授業科目に対してのみ、成績の評価と単位
が認められますので、指定された期間内に必ず「履修登録」
を行う必要があります。

授業に毎回出席しても

履修登録を行っていなければ単位は認められません！

履修登録とは・・・



履修登録の流れ

①ｼﾗﾊﾞｽ・時間割を見て

履修希望科目を決める

※抽選科目は履修登録期間前
のエントリー！

②履修登録期間内に情報ｼｽﾃﾑで

履修登録を行う

※履修登録期間であれば

何度でも変更可能！

③登録後「履修科目確認通
知書を出力・保管する

※紙・データ両方の

保管を推奨！



・「情報システム」から履修登録を行う。

・約２週間ある期間内のみ登録・変更・削除可能！

・春・秋・通年科目すべての科目を登録しよう！

・秋学期科目は９月中旬頃に履修登録変更が可能！

※一部変更（追加・削除）不可科目あるので注意。

・抽選科目は履修登録期間前に抽選申請が必要！

・履修登録後は「履修科目確認通知書」を出力・チェック・保管しよう！

履修登録のポイント



（履修登録期間）

４月６日（木）～ ４月２０日（木） 各日１０：００～２４：００

(履修登録修正期間）

４月２６日（水）・４月２７日（木） 各日１０：００～２４：００

※履修登録修正期間は、必要な方のみ修正してください。

※秋学期科目履修登録変更期間は後日Web掲示板等でご案内予定です

履修登録申請期間



（抽選科目申請期間）

４月３日（月）１０：００～４月４日（火）１７：００

※抽選科目、申請方法の詳細は＜まとめページ＞で確認してください。

※抽選科目の申請は「情報システム」から行ってください。

※抽選結果は４月６日（木）１０：００までに、「情報システム」で発表します。

※抽選に当選した科目は取消不可です。必修・ 実習・クラス指定科目と被っていない
か、事前によく確認した上で申請してください。

※残席の有無に関わらず再抽選は行いません。

抽選科目申請期間



★情報システムとは

履修登録、抽選科目の申請、成績確認等を行うシステム。

★学習支援システムとは

教材の配布、レポートや小テストの実施、授業に関するお知らせ（休
講等）等を行うシステム。

「情報システム」と「学習支援システム」は全く別のシステムです！

情報システム・学習支援システムについて



情報システムで履修登録を行った科目は、翌日（土日除く）の
正午までに学習支援システムに同期されます。

同期をまたず即時で授業情報を得たい場合は、学習支援シス
テムから直接仮登録をしてください！

→ただし、学習支援システムで仮登録した科目は、情報
システムに同期されないので注意！

情報システムと学習支援システムの同期



法政大学の
各種システムについて



hosei-wifi



①Hoppii（法政ポータルサイト）

②情報システム ③ 学習支援システム

④Web掲示板 ⑤法政Gmail

各種システムの利用には学生一人ひとりに交付している統合認証ID（学生証番号）
とパスワードが必要です！

本日紹介するオンラインシステム



Hoppii（法政ポータルサイト）とは・・・

学生が利用する様々なシステムやサイトのリンク先を
ひとまとめにしたポータルサイト。

①Hoppii（法政ポータルサイト）



URL：http://hoppii.hosei.ac.jp
とても重要なので、必ずスマホで
ブックマークしてください！

①Hoppii（法政ポータルサイト）

http://hoppii.hosei.ac.jp/


情報システムとは・・・

履修登録、抽選科目申請、成績確認等を
行うシステム。

②情報システム



②情報システム



②情報システム



②情報システム



学習支援システムとは・・・

授業の教材・課題確認、オンライン授業の受講
を行えるシステム。情報配信者は主に授業担当
教員。

③学習支援システム



③学習支援システム



③学習支援システム



Web掲示板とは・・・

授業以外の各種お知らせを確認できるシステム。情報配
信者は主に現代福祉学部事務課をはじめとする大学の
様々な部局。（学習支援システム内にあります）

④Web掲示板



④Web掲示板



④Web掲示板



④Web掲示板



⑤ 法政大学Gmail



⑤ 法政大学Gmail

大学からの連絡は法政Gmail宛に届きますので、こまめに確認してください！



履修相談について
■ラーニングサポーター（先輩学生）に履修相談ができます。

・先輩学生が時間割の組み方、学習の仕方、等の相談に応じます。
（留級生の履修相談など、ラーニングサポーターが対応しかねる質問は教職員が対
応します）

4/1（土）12:00~15:00
現代福祉学部棟 3階 心理学実験室

4/4（火）11:00~16:00
現代福祉学部棟 3階 心理学実験室

教員による履修相談は4/4（火）13:00～15:00、現代福祉学部棟1階実習指導室にて
実施します。



～実り多い学生生活になりますように～

情報・知識が多いほど、興味・関心につながることも
多いでしょう。情報・知識を蓄えていろいろなことに
挑戦してみてください。

皆さんの大学生活を教職員一同応援しています！

■情報を活用して行動につなげてみよう！


